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「ただいま」を・・・会社も家族も待っています

事故ゼロは、私達の誇りです

凍結路面
スピードを落とし、車間距離をとり、急ハンドルを控えましょう

《冬期の事故防止》
『だろう』より、『かもしれない』で防ぐ事故
◇ 橋、日かげ、トンネル、峠 路面凍結に注意
◇ 『今、路面が凍結していたら・・・』と考え、運転を変えましょう

《薄暮・夜間の事故防止》
日没の前後１時間 交通死亡事故が多発

日没時間が早くなりました
まだ、買物や帰宅など、

人が動いている時間帯に暗くなります

運送業の労災、とにかく多い、「転倒・転落・挟まれ」

見直そう 「慣れ」の運転・ 「慣れ」の作業

燃料高騰 アイドリング時間を短く、省燃費運転

午後3時 小学生男児
軽トラックにはねられ・・・意識のない状態
横断歩道のない場所を横切ろうとしていた

◇登下校時間は、最も危険な時間帯 スピード落として、細心の注意◇
◇『横断歩道のない場所』、渡ってくるかもしれない◇

２０２１／１２／３（金） １８：２２
３日午後３時２０分ごろ、広島県で、小学校低学年の男の子が８０歳の男性が運転する軽トラックにはねられま

した。消防によりますと、男の子は意識がないということです。現場に横断歩道はないということで、警察は男
の子が道路を横切ろうとした際にはねられたとみて調べています。

午前4時 国道を横断していた高齢男性
大型トラックにはねられ死亡

片側1車線の横断歩道のない場所
◇「高齢者」 深夜、「歩いているかもしれない」・・・◇

◇「かもしれない運転」で、事故防止◇
２０２１年１２月３日 金曜 午後０：００

３日午前４時３０分頃、大分県の国道で大型トラックが道路を左側から横断していた高齢男性をはねた。男性
は意識不明の重体で病院に搬送されたが、死亡した。男性の身元は分かっておらず、年齢は８０代から９０代と見ら
れている。現場は片側１車線の直線道路で横断歩道のない場所。大型トラックを運転していた男性（４１）は「ブ
レーキを踏んだが間に合わなかった」などと話していて、警察が事故の原因を調べている。

夜8時 酒気帯び運転で逮捕
交差点を左折中に対向車線にはみ出し
対向車線で右折待ちの乗用車に衝突

駆け付けた署員の飲酒検知でアルコール検出
◇もし身内が、飲酒運転による事故に巻き込まれたらと、想像できないものか･･･◇

２０２１／１２／４（土） １４：１３
３日午後８時５分ごろ、岡山県の市道で酒気を帯びた状態で軽乗用車を運転した疑いで会社員の男（３４）が現行

犯逮捕されました。警察によると、容疑者は丁字路交差点を左折中に対向車線にはみ出し、対向車線で右折しよ
うとした、男性会社員（４４）の乗用車と衝突。１１０番で駆け付けた署員が飲酒検知したところ、呼気１リットル中
０・６ミリグラムのアルコールを検出した。男性は腰の痛みを訴えている。


